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1. 物性科学分野の特徴

●各研究分野の卓越性と研究分野の多様性
１つの機関や拠点でカバーできない専門性と分野の拡がり

物理分野
→東京大学物性研究所(物性研) 共共拠点

KEK物質構造科学研究所(物構研）大学共同利用機関
化学分野
→分子科学研究所（分子研）大学共同利用機関

京都大学化学研究所（化研）共共拠点

工学分野
→東北大学金属材料研究所（金研）共共拠点

この中にも多様性（例：物性研 ナノ、強相関、強磁場、高圧、、、、）
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1. 物性科学分野の特徴

●先端的な研究施設の多様性
各機関や拠点が特徴的な研究施設（相補的な関係）

大型研究施設
●電子加速器（放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子）
→物構研（大学共同利用機関）
●極端紫外光研究施設、スーパーコンピュータ
→分子研（大学共同利用機関）

中・小型研究施設→
●パルス強磁場、レーザー、超高圧、超低温、

スーパーコンピュータ→物性研（共共拠点）
●定常強磁場、スーパーコンピュータ→金研（共共拠点）
●スーパーコンピュータ→化研（共共拠点）
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2. 物性科学分野における連携
× 研究分野の卓越性、拠点内および拠点間の多様性が
活かされない一元的な連携

・多様性が確保できない
・各分野のすそ野の広がりを担保できない
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2. 物性科学分野における連携
◎各拠点内および拠点間の多様性を担保し、

多様性から創出される特徴を活かした相補的な連携
・物性各分野の多様性が生きる
・物性各分野のすそ野の広がりを活性化
・分野融合で新たな学問領域を創成
・交流による人材育成の活性化
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先端テーマ・分野融合先端テーマ・分野融合

拠点

拠点
機関

拠点

連携の基軸（相補的）

各機関の特徴を活かしたプロジェクト等

多様性＝裾の広がり

分野間の多様性
→拠点のポテンシャルを高める

トップ研究

分野内の
多様性

専門性を高める



（例１）物性科学連携研究体

全国の物性科学研究者

「物性科学連携研究体」の構築による

物性科学における融合学術領域の創成

マスタープラン2014
マスタープラン2017
重点大型研究計画
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超高効率触媒

スマートマテリアル

水素機能材料

光合成タンパク質

非平面π共役分子

ハードマターとソフトマターを対
象にした、分子設計と元素戦略
に基づく機能性ナノ構造体・物
質系の開発。

強相関エレクトロニクス

量子コヒーレンス制御

トポロジカル絶縁体

スキルミオニクス

人工光合成

高効率太陽電池

全固体二次電池

固体パルスレーザー

超伝導デバイス

互いに強く相互作用する電子
や原子群が示す創発的な物性、
および空間的トポロジーを反映
した量子物性を探求。

相転移を用いた省エネルギー
デバイス、安定・マイルドな高
エネルギー貯蔵、高効率内燃
機関などの提案と実証。

省・創エネルギー原理卓抜機能物質 創発量子物性

（例１）研究項目と概要（例１）研究項目と概要 7



研究項目

手法

物性科学
連携研究体

先端量子
ビーム計測

創発量子物性卓抜機能物質

省・創エネルギー
原理

多次元時空間
プローブ

特殊環境下の
物質合成・
反応制御

TR-ARPES, TR-STM/STS, 
TR-PEEM,
ミクロドメイン可視化技術
軟X線レーザーPES

極限環境反応場
人工格子形成技術
超高圧・強磁場物質合成

LASOR, UVSOR, J-PARC（POLANO），SACLA, PF，
SPring-8, 

軌道放射光，中性子ビーム、
自由電子レーザー
ミューオン

（例１）研究手法・設備（例１）研究手法・設備

計算科学に
よる物質
デザイン
（京/ポスト
京）

物性研究のパラダイムシフトを反映

8



（例２）計算物質科学
スーパーコンピュータ共用事業
２０１６年に，物質科学の３分野（物性科学，材料科学，分子科学）を
先導する東大物性研，東北大金研，自然科学研究機構分子研の３
研究所が，３分野に共通性の高い大規模並列計算を志向したプロジェク
トを支援し，各分野コミュニティにおける並列計算の高度化に向けたさ
らなる取り組みを促すことを目的として，それぞれのユーザが分野の枠
を超えて計算資源を利用できる制度を整備した．

具体的には，３研究所が推進するプロジェクト

・文科省 ポスト「京」プロジェクト
（重点課題５，重点課題７，萌芽的課題１）

・JST 科学技術人材育成コンソーシアム（PCoMS）
・文科省 元素戦略プロジェクト＜研究拠点形成型＞

の参加者に対して，各研究所の計算資源の２０％を優先的に提供．
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事業運営体制

配分案

採択

課題申請 通知

共用事業
運営委員会

採択

分子科学ユーザ材料科学ユーザ 物性科学ユーザ

採択配分案

配分案

東大物性研
スパコン

共同利用委員会

自然科学研究機構
計算科学研究センター

運営委員会

東北大金研
計算センター
共同利用委員会

分子系 ガウシアン利
用が多い

材料系 有限要素法，
Phase Field 法など

物性系 多様な自作
プログラム

※各研究所が選出した委員
１名，計３名の委員で構成．
議長は輪番制．
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事業ウェブサイト

www.sccms.jp
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採択課題数

年度 2016 2017 2018

物性研 ２６ ２６ ２５

金研 ４ ４ ５

分子研 １３ １２ １１
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まとめ：物性科学分野における共
共拠点と大学共同利用機関の連携

1. 物性科学分野の特徴
研究分野および先端的施設の卓越性と多様性

・研究分野の専門性と多様性
・研究施設の多様性：強みを生かした相補的な運用

大型 大学共同利用機関
中・小型 共共拠点

2. 物性科学分野における連携
・物性科学連携研究体
・計算物質科学スーパーコンピュータ共用事業

→卓越性と多様性を担保し、強みを生か
した連携が重要
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参考資料
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論文数とイノベーションの相関

主要国における論文数と企業における新規プロダクト・イノベーション実現割合の相関([11]の第5-5図表より
採録)。スイス、オーストラリア、オーストリア、オランダ、スイス、スウェーデン、デンマーク、ドイツ、日
本、ニュージーランド、ノルウェー、フィンランド、フランス、ベルギーの14か国を対象とし、日本は赤印で
示す。

注）西川浩平、大橋弘：国際比較を通じた我が国のイノベーションの現状、文部科学省科学技術・学術政策研
究所DISCUSSION PAPER N0.68、2010年９月のデータに基づき作図。多くの国の実現割合調査期間は2002-2004年
の3年間であるが、スイスでは2003-2005年、オーストラリア、ニュージーランドでは2004-2005年、日本は
2006-2008年となっている。論文数はトムソン・ロイターInCites™に基づく2002-04年平均値。GDPは2003年購買
力平価名目値。

[11]「運営費交付金削減による国立大学への影響・評価に関する研究～国際学術論文データベースによる論文
数分析を中心として～」 （国立大学協会政策研究所所長自主研究平成27年５月鈴鹿医療科学大学学長 豊田
長康）

学術的な基盤研究が企
業の新規プロダクトイノ
ベーションにも大きく寄
与している。

日本学術会議提言2017年「物性物理
学・一般物理学分野における学術研
究の振興のために」より



物性科学分野の特徴＝卓越性と多様性
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拠点

拠点 機関

拠点

機関・拠点で
共有する領域

相補的な領域

拡大し続ける物性科学分野

分野の多様性（多様なコミュニティ）
→ 機関・拠点のポテンシャルを高める

多様性＝裾の広がり

コミュニティの中の多様性

１つの機関や拠点でカバーできない専門性と多様性の拡がり

専門性を高める



物性科学における連携

先端的研究テーマ
cf. 電池材料

拠点Aと機関Bの
共有コミュニティ
cf.放射光

拠点A内のコミュニティ
cf.ナノ（表面反応）

拠点C内のコミュニティ
cf.触媒研究

拠点Aと拠点Dの
共有コミュニティ
cf.計算・

シミュレーション

先端物性科学に必須な多角的研究
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